
【
理
事
長
】

　
鈴
木
　
和
仁
（
再
）

【
副
理
事
長
】

　
宮
本
　
和
俊
（
新
）

【
専
務
理
事
】

　
橋
本
　
浩
德
（
新
）

【
常
任
理
事
】

　
天
池
　
竜
彦
（
新
）

　
糸
田
　
英
基
（
再
）

　
神
長
ま
ゆ
み
（
再
）

　
酒
元
　
啓
太
（
新
）

　
佐
藤
　
一
人
（
再
）

　
三
瓶
　
峰
智
（
新
）

　
菅
原
　
保
明
（
再
）

　
谷
　
　
知
己
（
再
）

　
千
葉
　
達
哉
（
再
）

　
宮
永
ゆ
か
り
（
再
）

　
八
重
樫
雅
恵
（
再
）

【
理　

事
】

　
飯
田
　
　
光
（
再
）

　
大
久
保
啓
介
（
再
）

　
加
藤
千
鶴
子
（
新
）

　
金
子
　
智
子
（
新
）

　
上
ケ
嶋
哲
雄
（
再
）

　
熊
田
　
　
肇
（
新
）

　
小
泉
　
洋
卓
（
再
）

　
小
西
み
ゆ
き
（
新
）

　
佐
久
間
文
子
（
再
）

　
高
野
　
哲
哉
（
再
）

　
田
中
　
俊
美
（
再
）

　
田
中
　
　
琢
（
再
）

　
谷
　
富
美
恵
（
再
）

　
仲
谷
　
　
了
（
再
）

　
西
野
　
　
誠
（
再
）

　
野
田
　
　
周
（
再
）

　
松
崎
　
道
幸
（
再
）

　
百
瀬
　
　
浩
（
再
）

　
山
本
由
美
子
（
再
）

　
吉
田
　
忠
司
（
再
）

【
監　

事
】

　
梅
澤
　
康
雄
（
新
）

　
清
水
　
建
夫
（
再
）

　
和
田
　
　
恵
（
再
）

コロナ危機に立ち向かい、無差別・平等の医療・介護の実践と
新たな中期計画づくりに全社員、職員が奮闘しよう

道北勤医協第61回通常社員総会
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

問
題
を
ど
う
見
る
の
か

　
理
事
会
を
代
表
し
て
挨
拶

と
総
会
議
案
の
提
案
を
行
っ

た
鈴
木
和
仁
理
事
長
は
今
回

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
は
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
名

の
も
と
に
効
率
最
優
先
、
自

己
責
任
論
が
蔓
延
す
る
新
自

由
主
義
社
会
の
追
及
が
感
染

の
被
害
を
拡
大
し
た
と
強
調

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
医
療
機
関
や
介
護

事
業
所
も
感
染
拡
大
の
恐
怖

と
闘
い
な
が
ら
同
時
に
患

者
・
利
用
者
の
減
少
に
よ
り

経
営
的
危
機
に
陥
る
と
い
う

二
重
の
危
機
の
中
に
あ
る
こ

と
を
強
く
訴
え
ま
し
た
。
さ

ら
に
緊
急
事
態
の
中
に
あ
っ

て
も
機
敏
に
対
処
し
よ
う
と

し
な
い
安
倍
自
公
政
権
を
強

く
批
判
し
ま
し
た
。

医
師
確
保
大
運
動
の
成
果
、

経
営
問
題
と
そ
の
対
策

　
続
い
て
２
０
１
９
年
度
の

医
療
・
介
護
活
動
の
振
り
返

り
を
行
い
昨
年
の
旭
川
北
医

院
・
な
が
や
ま
医
院
の
診
療

縮
小
か
ら
医
師
確
保
大
運
動

本
部
を
立
ち
上
げ
10
名
の
医

師
を
迎
え
入
れ
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　
経
営
報
告
で
は
２
０
２
０

年
コ
ロ
ナ
危
機
で
４
月
決
算

は
２
０
１
５
年
以
来
の
赤
字

と
な
っ
た
こ
と
を
報
告
。
対

策
と
し
て
予
約
枠
の
拡
大
や

７
月
よ
り
旭
川
北
医
院
・
な

が
や
ま
医
院
の
診
療
を
週
５

日
に
戻
す
準
備
を
す
す
め
て

い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま

し
た
。

と
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
が
あ

り
、
私
た
ち
が
地
域
で
ど
の

よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い

く
の
か
、
存
在
意
義
が
問
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
非
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

道
北
勤
医
協
が
直
面
す
る
課

題
、
困
難
を
社
員
、
職
員
そ

し
て
地
域
の
友
の
会
の
み
な

さ
ん
と
と
も
に
克
服
す
る
た

め
に
、
奮
闘
す
る
決
意
を
表

明
す
る
も
の
で
す
。

致
し
ま
す
。

　
今
年
は
新
た
な
「
中
期
計

画
」
を
全
職
員
の
手
で
つ
く

り
あ
げ
、
医
療
・
介
護
活
動

の
複
合
的
展
開
を
大
き
く
前

進
さ
せ
る
「
計
画
」
づ
く
り

の
年
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

と
の
闘
い
の
中
で
無
差
別
・

平
等
の
医
療
・
介
護
の
実
践

　
第
61
回
通
常
社
員
総
会
に

お
い
て
専
務
理
事
に
選
出
さ

れ
ま
し
た
橋
本
浩
德
で
す
。

　
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

　
１
９
５
４
年
長
沼
町
の
農

家
長
男
と
し
て
出
生
。
１
９

８
３
年
旭
川
医
科
大
学
卒

業
。
２
０
２
０
年
３
月
を
も

っ
て
旭
川
医
科
大
学
外
科
学

講
座
小
児
外
科
科
長
・
教
授

（
病
院
）
を
定
年
退
職
。
こ

の
間
に
４
５
０
０
人
を
超
え

る
子
ど
も
た
ち
の
手
術
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

　
道
北
勤
医
協
と
の
か
か
わ

り
は
医
大
生
で
あ
っ
た
１
９

７
０
年
代
に
さ
か
の
ぼ
り
ま

す
。
当
時
、
旭
川
医
院
の
２

階
で
萩
原
院
長
や
波
路
専
務

の
語
る
「
道
北
の
医
療
変
革

を
」
と
い
う
将
来
へ
の
夢
と

ロ
マ
ン
を
振
り
か
け
た
カ
ツ

丼
の
味
は
今
で
も
忘
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
定
年
に
際
し
、
学
生
時
代

か
ら
の
友
人
で
あ
る
鈴
木
和

仁
理
事
長
と
お
話
し
で
き
、

協
会
の
理
念
と
医
療
・
介
護

活
動
に
賛
同
し
、
心
に
灯
が

と
も
さ
れ
ま
し
た
。
友
の
会

の
み
な
さ
ん
、
職
員
の
み
な

さ
ん
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

事
、三
瓶
峰
智
理
事
が
選
出
、

新
た
に
理
事
と
し
て
加
藤
千

鶴
子
理
事
、金
子
智
子
理
事
、

熊
田
肇
理
事
、
小
西
み
ゆ
き

理
事
、
監
事
と
し
て
梅
澤
康

雄
監
事
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
の
ま
と
め
を
八
重
樫

典
生
専
務
理
事
が
行
い
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
中
、
今

こ
そ
地
域
の
困
難
に
寄
り
添

う
活
動
を
進
め
地
域
を
守
る

活
動
と
ま
ち
づ
く
り
運
動
を

一
体
に
取
り
組
む
こ
と
、
新

し
い
「
５
か
年
計
画
」
を
社

員
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
も
う
と
締
め
括
り
ま
し

た
。

社
員
と
一
丸
と
な
り
進
め
る

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

新
専
務
理
事
を
含
む
今

期
の
役
員
を
選
出

　
議
案
は
満
場
一
致
で
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
行
わ
れ
た
役
員
選

挙
で
は
34
人
の
理
事
、
３
人

の
監
事
が
決
定
。
そ
の
後
第

１
回
理
事
会
を
経
て
、
鈴
木

和
仁
理
事
長
が
再
任
、
今
回

新
た
に
宮
本
和
俊
副
理
事

長
、
橋
本
浩
德
専
務
理
事
、

新
た
に
常
任
理
事
と
し
て
天

池
竜
彦
理
事
、
酒
元
啓
太
理

初
診
時
テ
レ
ビ
電
話
対
応
の

準
備
③
一
条
通
病
院
の
後
方

機
能
を
担
う
居
住
系
の
高
齢

者
施
設
の
検
討
を
開
始
す
る

報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
５
か
年
計
画
を
成

し
遂
げ
、
患
者
・
利
用
者
の

命
と
健
康
を
守
り
地
域
と
と

も
に
最
後
ま
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
街
づ
く
り
を
職
員
・

橋
本
浩
德
新
専
務
理
事
の
挨
拶

新
役
員
の
紹
介

宮
本
和
俊
副
理
事
長
の
挨
拶

道北勤医協　副理事長
宮本　和俊

道北勤医協　専務理事
橋本　浩德

　

５
月
23
日
、
道
北
勤
医
協

第
61
回
通
常
社
員
総
会
が
一

条
ク
リ
ニ
ッ
ク
会
議
室
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
役

員
改
選
を
行
い
、
次
期
２
年

間
の
活
動
方
針
と
新
役
員
を

確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

多
く
の
困
難
に
立
ち
向
か
う

「
新
５
か
年
計
画
」の
策
定
が

呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

５
か
年
計
画
を
成
し

遂
げ「
新
５
か
年
計

画
」の
策
定
開
始
を

　
方
針
の
中
で
コ
ロ
ナ

危
機
の
長
期
化
に
備
え

新
た
な
医
療
・
介
護
活

動
の
ス
タ
イ
ル
の
構
築

を
す
す
め
る
と
し
た
上

で
、
今
後
も
厳
し
い
患

者
・
利
用
者
減
を
想
定

し
①
病
院
か
ら
外
に
で

る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動

の
推
進
②
小
児
科
で
の

満場一致での議案採択

鈴木理事長

(1) 道 北 の 医 療第530号 2020年６月1日
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第530号道 北 の 医 療 (2)2020年６月１日

みんなの
医療講座

シリーズ

フレイル特集

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

外
出
自
粛
で
、
活
動
量
が
不

足
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

　
「
動
か
な
い
こ
と
（
生
活

不
活
発
）」
に
よ
り
、
身
体 

や
頭
の
働
き
が
低
下
し
て
し

ま
い
ま
す
。
歩
く
こ
と
や 

身
の
回
り
の
こ
と
な
ど
生
活

動
作
が
行
い
に
く
く
な
っ
た

り
、
疲
れ
や
す
く
な
っ
た
り

し
、
フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
）
が

進
ん
で
い
き
ま
す
。 

２
週

間
の
寝
た
き
り
に
よ
り
失
う

筋
肉
量
は
７
年
間
に
失
わ
れ

る
量
に
匹
敵
す
る
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
フ
レ
イ
ル
が
進
む
と
、
体

の
回
復
力
や
抵
抗
力
が
低
下

し
、
疲
れ
や
す
さ
が
改
善
し

に
く
く
な
り
ま
す
。 

ま
た

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
感

染
症
も
重
症
化
し
や
す
い
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
フ
レ
イ
ル

を
予
防
し
、 

抵
抗
力
を
下
げ

な
い
よ
う
に
注
意
が
必
要
で

す
。

一
条
通
病
院
　
リ
ハ
ビ
リ
科

　ご自身の疲労度に合
わせた運動強度の決め
る方法を紹介します。
　疲労度が３『楽では
ない』～５「きつい」
の疲労度で運動するこ
とをオススメします。
　週に２～３回の筋力
トレーニングやバラン
ス機能を高める運動を
すると効果的です。

運
動
は
ど
れ
く
ら
い
や
れ
ば
良
い
の
？

精神的衰え

社会的衰え

身体的衰え

自宅でできる運動でフレイルを予防しよう
★
定
期
的
な
運
動

　
高
齢
者
に
と
っ
て
、
バ
ラ
ン
ス
を
改
善

す
る
活
動
は
、
転
倒
や
け
が
を
防
ぐ
の
に

役
立
ち
ま
す
。
定
期
的
な
身
体
活
動
は
ま

た
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
改
善
し
、
う
つ

病
、認
知
機
能
低
下
の
リ
ス
ク
を
軽
減
し
、

認
知
症
の
発
症
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
、
定
期
的
な

身
体
活
動
は
健
康
な
成
長
と
発
達
に
重
要

で
す
。

★
規
則
正
し
い
生
活

　
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
は
免
疫
力
を
維

持
す
る
た
め
に
大
切
で
す
。
筋
力
を
つ
け

る
た
め
の
栄
養
素
の
た
ん
ぱ
く
質
を
し
っ

か
り
と
取
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
十
分
な

睡
眠
を
と
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

★
家
族
や
友
人
と
の
交
流
を
心
が
け
る

　
外
出
で
き
な
い
状
況
で
は
、
家
族
や
友

人
と
の
支
え
あ
い
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

電
話
や
メ
ー
ル
で
連
絡
を
取
り
あ
い
、
気

持
ち
を
明
る
く
保
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

☞�４秒かけて膝を伸ばし、４秒か
けて下します。
　�これを左右に10回行います。
※つま先を手前に曲げましょう
※しっかりと膝を伸ばしましょう

☞�４秒かけて踵を上げて、４秒か
けて下します。
　�これを10回行います。
※足を肩幅に広げてください
※膝をまっすぐ伸ばしてください
※�転倒しないよう椅子などにつか
まってください

☞�両方の太ももを上げて、４秒間
保ちます。
　�これを10回行います。
※両手を胸の前に組んでください
※足は床より5㎝程度上げてください
※腰痛のある方は中止してください

「理学療法士による自宅でできる運動」
（通信料が別途かかる場合があります）

○東京都理学療法士協会（動画）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
！
自
宅
で
で
き
る
運
動

フ
レ
イ
ル
を
予
防
す
る
た
め
に

膝伸ばし運動

かかと上げ運動

腹 筋 運 動

修正ボルグ・スケール

⬇

⬇

⬇



相
談
室
の
窓

ま
ち
づ
く
り
と
し
て
の

「
放
置
空
き
家
」問
題
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　「
放
置
空
き
家
」
に
よ
る

住
民
へ
の
被
害
が
、
社
会
問

題
と
し
て
拡
が
っ
て
い
ま

す
。
旭
川
市
内
で
は
、
約
９

０
１
７
年)

。
被
害
の
内
容

は
、「
倒
壊
」「
庭
木
・
雑
草

の
未
処
理
」「
害
虫
・
害
獣
」

「
落
雪
」「
景
観
の
悪
化
」

「
火
災
や
犯
罪
の
不
安
」
な

ど
で
、
再
利
用
で
き
な
い
ほ

ど
荒
廃
し
た
物
件
が
ほ
と
ん

０
０
棟
が
「
何
ら
か

の
危
険
度
判
定
に
該

当
」
し
て
い
る
と
い

い
ま
す(

旭
川
市
空

き
家
対
策
計
画
・
２

り
協
議
会
の
活
動
と
し
て
、

旭
川
市
と
協
定
を
結
び
モ
デ

ル
事
業
の
指
定
も
受
け
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
啓
明
地
区

で
は
、
放
置
空
き
家
の
取
り

壊
し
が
少
し
づ
つ
す
す
み
、

先
進
的
な
ケ
ー
ス
と
し
て
注

か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
で
す
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

杉
原
和
人

目
を
集
め
始
め
ま
し

た
。

　
こ
の
よ
う
に
住
民

と
行
政
が
力
を
合
わ

せ
る
こ
と
が
、
こ
れ

リ
ハ
ビ
リ
職
能
団
体
、
主
任

介
護
支
援
専
門
員
、
東
光
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
地

域
課
題
の
解
決
を
目
指
し
、

７
年
前
か
ら
「
た
す
け
あ
い

み
ん
な
の
会
」
と
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。「
放
置
空
き

ど
で
す
。
所
有
者
が
管
理
で

き
な
い
、
相
続
放
棄
に
よ
り

所
有
者
が
い
な
い
、
相
続
人

の
意
見
が
一
致
し
な
い
、
更

地
に
す
る
と
税
金
が
上
が
る

な
ど
発
生
の
理
由
は
様
々
で

す
が
、
住
民
の
安
全
を
脅
か

家
」
問
題
は
３
年
前
か
ら
取

り
組
み
、
こ
れ
ま
で
市
長
へ

の
提
言
、
町
内
会
長
ア
ン
ケ

ー
ト
、
行
政
と
共
同
の
空
き

家
パ
ト
ロ
ー
ル
、
市
議
会
と

市
民
の
懇
談
会
で
の
報
告
な

ど
を
実
施
。
東
光
ま
ち
づ
く

す
深
刻
な
問
題
で
す
。
対
応

す
る
法
律
、
条
例
が
あ
り
ま

す
が
、
解
体
費
用
が
発
生
す

る
た
め
、
そ
れ
だ
け
で
解
決

す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

　
旭
川
市
啓
明
地
区
で
は
、

住
民
組
織
、
行
政
、
社
協
、

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
に
伴
う
国
や
自

治
体
か
ら
の
外
出
、
イ
ベ
ン

ト
の
自
粛
要
請
で
あ
ら
ゆ
る

職
業
が
存
続
の
危
機
に
立
た

さ
れ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
影
響
調
査

ア
ン
ケ
ー
ト

　
道
内
13
の
民
主
商
工
会

（
民
商
）が
取
り
組
ん
だ「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
に
よ
る
影
響
調
査
ア
ン
ケ

ー
ト
」
に
は
約
３
７
０
件
が

回
答
。「
コ
ロ
ナ
感
染
に
よ

る
商
売
や
生
活
へ
の
影
響
」

に
つ
い
て
「
影
響
が
あ
る
」

72
・
６
％
、「
こ
れ
か
ら
影

響
が
出
そ
う
」
17
％
と
合
わ

せ
て
89
・
６
％
に
及
ん
で
い

ま
す
。「
国
や
北
海
道
、
地

域
自
治
体
に
求
め
た
い
支
援

施
策
」
で
は
「
固
定
費
に
対

す
る
補
助
金
」
38
・
８
％
が

ト
ッ
プ
。「
健
康
保
険
料
や

税
金
の
納
付
猶
予
」
29
・
８

％
「
簡
素
な
手
続
き
に
よ
る

融
資
制
度
」
28
・
５
％
と
続

い
て
い
ま
す
。

旭
川
民
商
管
内
で
は

　
旭
川
民
商
に
加
盟
し
て
い

る
業
種
の
中
で
多
い
の
が
建

設
業
と
飲
食
業
と
な
っ
て
い

ま
す
。「
先
行
き
が
見
え
な

い
不
安
に
」
旭
川
民
商
事
務

局
に
は
切
迫
し
た
相
談
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ス
ナ
ッ
ク
経
営

萩
　
裕
美
子
さ
ん

　
緊
急
事
態
宣
言
が
出
て
か

ら
徐
々
に
お
客
さ
ん
が
減
り

２
月
後
半
か
ら
３
月
、
４
月

は
ほ
ぼ
１
０
０
％
に
近
い
減

収
。
お
店
を
始
め
て
23
年
、

こ
ん
な
こ
と
は
初
め
て
。
家

賃
、
カ
ラ
オ
ケ
等
の
支
払
い

を
待
っ
て
く
だ
さ
い
と
頼
ん

だ
ほ
ど
。
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡

大
が
続
く
な
ら
お
店
を
一
度

閉
め
よ
う
と
考
え
て
い
る
そ

う
で
す
。「
安
倍
首
相
は
ア

メ
リ
カ
ば
か
り
向
か
な
い
で

今
こ
そ
国
民
を
守
っ
て
ほ
し

い
、
辺
野
古
新
基
地
建
設
予

算
や
米
軍
へ
の
思
い
や
り
予

算
を
国
民
の
生
活
の
た
め
に

使
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
さ
れ

ま
す
。

　「
ま
た
楽
し
く
お
酒
と
お

別
定
額
給
付
金
の
受
付
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
１

回
だ
け
の
給
付
で
は
足
り
ま

せ
ん
。
継
続
的
な
補
償
が
必

要
で
す
。
い
ま
様
々
な
相
談

窓
口
に
国
民
か
ら
悲
痛
な
声

が
届
い
て
い
ま
す
。
事
業
所

の
倒
産
、
突
然
の
解
雇
、
家

賃
滞
納
、
生
活
破
綻
、
家
庭

内
Ｄ
Ｖ
な
ど
内
容
は
多
岐
に

わ
た
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
の
影
響
は
特
に
生
活
弱

者
と
言
わ
れ
る
方
た
ち
を
直

撃
し
て
い
ま
す
。
厳
し
い
現

実
の
中
、
補
償
が
困
窮
に
追

い
つ
い
て
い
な
い
問
題
が
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
は
国

民
一
人
一
人
に
寄
り
添
っ
た

細
か
な
経
済
支
援
を
早
急
に

行
い
、
命
と
健
康
を
守
る
こ

と
に
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組

む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

戸
惑
い
が
あ
り
ま
し
た
。「
当

初
は
チ
ー
ム
の
流
れ
に
慣
れ

る
ま
で
時
間
が
か
か
り
ま
し

た
が
、
い
ま
で
は
少
し
ず
つ

戸
惑
い
も
減
り
、
患
者
さ
ん

の
病
名
、
日
常
生
活
動
作
に

つ
い
て
注
意
と
安
全
を
心
掛

け
な
が
ら
患
者
さ
ん
を
支
え

て
行
き
た
い
で
す
」
と
話
し

ま
す
。

　
今
回
、
職
員
を
紹
介
し
た

安
西
主
任
（
写
真
）
は
２
人

の
人
柄
の
良
さ
や
患
者
さ
ん

に
対
す
る
丁
寧
な
対
応
に
安

心
し
て
い
ま
す
。「
人
材
不

い
」
と
結
び
ま
し
た
。

　
今
回
は
３
病
棟
の
新
し
い

仲
間
を
紹
介
し
ま
す
。

　
１
人
目
は
昨
年
６
月
に
入

職
し
た
佐
々
木
さ
ん
で
す
。

施
設
を
中
心
に
介
護
の
仕
事

を
長
く
続
け
て
き
ま
し
た
。

病
院
介
護
は
初
め
て
で
す
。

施
設
介
護
と
は
違
っ
た
難
し

さ
が
あ
り
、
今
で
も
毎
日
が

緊
張
で
気
が
つ
い
た
ら
あ
っ

と
い
う
間
に
１
年
が
過
ぎ
ま

介護職の魅力と
やりがいをお伝えします

経験豊富で患者さんに
対する丁寧な対応に安心

キラッと 介護★

し
た
。
落
ち
込
む
事
も
あ
り

ま
す
が
周
り
に
助
け
ら
れ
ど

う
に
か
続
け
て
こ
れ
た
そ
う

で
す
。「
病
棟
で
は
多
職
種

の
皆
さ
ん
と
協
力
し
な
が
ら

患
者
さ
ん
の
療
養
生
活
を
支

え
る
一
員
と
し
て
頑
張
っ
て

い
き
た
い
で
す
」
と
抱
負
を

語
り
ま
し
た
。

　
２
人
目
は
今
年
２
月
入
職

し
た
田
上
さ
ん
で
す
。
こ
の

方
も
施
設
で
の
仕
事
が
長
く

病
棟
勤
務
は
初
め
て
で
す
。

同
じ
介
護
と
い
っ
て
も
施
設

介
護
と
病
院
介
護
の
違
い
に

３
病
棟　
介
護
主
任

足
と
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
予
防
で
現
場
は
大

変
で
す
が
、
自
身
の

体
調
管
理
、
マ
ス
ク

の
着
用
、
手
指
消
毒

を
心
掛
け
な
が
ら
安

心
、
安
全
な
ケ
ア
を

心
掛
け
て
い
き
た

話
が
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み

に
何
と
か
頑
張
っ
て
み
ま

す
」
と
厳
し
い
顔
で
締
め
く

く
ら
れ
ま
し
た
。

生
活
を
支
え
る
雇
用
調
整

助
成
金
支
給
を
急
い
で

　
５
月
４
日
に
国
は
緊
急
事

態
宣
言
の
延
長
を
表
明
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
当
初
５

月
６
日
ま
で
持
ち
こ
た
え
よ

う
と
頑
張
っ
て
き
た
多
く
の

個
人
事
業
主
は
展
望
を
失
い

ま
し
た
。
従
業
員
の
雇
用
と

生
活
を
守
る
た
め
に
賃
金
の

６
割
以
上
休
業
手
当
を
払
う

場
合
、
国
が
そ
の
一
部
を
助

成
す
る「
雇
用
調
整
助
成
金
」

も
手
続
き
が
煩
雑
で
助
成
金

が
出
る
ま
で
時
間
が
か
か
り

ま
す
。
い
ま
は
非
常
事
態
な

の
で
相
談
・
申
請
が
あ
れ

ば
、「
事
後
審
査
」
に
切
り

『
暮
ら
し
と
命
の
灯
火
を
消
し
て
は
な
ら
な
い
』

　
６
月
16
日
㈫
、
午
後
２
時

か
ら
「
あ
か
つ
き
法
律
事
務

所
」
の
畑
地
雅
之
弁
護
士
が

ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

※�

予
約
制
で
す
（
担
当
者
が

事
前
に
相
談
内
容
を
お

聞
き
し
ま
す
が
、
秘
密
は

厳
守
い
た
し
ま
す
）。
連

絡
先
33-

０
８
５
４
（
友

の
会
連
合
会
）

シャッターが下り閑散とした３・６の飲食店街

特
集

安
西
　
　
力

３
病
棟
介
護
主
任

替
え
、
ま
ず

は
迅
速
に
支

給
す
る
べ
き

と
旭
川
民
商

事
務
局
次
長

の
穴
口
典
宏

さ
ん
は
強
調

し
ま
す
。

国
民
一
人

一
人
に
寄

り
添
い
命

と
健
康
を

守
る

　「
１
人
10

万
円
」
の
特

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

経営や資金繰り等の悩み相談先

北 海 道 信 用 保 証 協 会 ☎0120-279-540

日本政策金融公庫旭川支店 ☎0166-24-4161

旭川市経済部経済総務課金融支援係 ☎0166-25-7042

道 北 の 医 療第530号(3) 2020年６月１日
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ヨ
コ
の
か
ぎ
？

②�

焼
き
方
で
、
表
面
だ
け
を

強
火
で
軽
く
焼
く
こ
と
。

④�

事
務
的
の
反
対
語
。
○
○

○
に
な
っ
て
面
倒
を
見

る
。

⑥�

適
当
に
数
を
ご
ま
か
す
こ

と
。
○
○
を
読
む
。

⑦�

船
が
流
さ
れ
な
い
よ
う
に

留
め
て
お
く
た
め
の
重

り
。

⑨
「
木
耳
」
の
読
み
方
。

⑫�

人
気
漫
画
の
ひ
と
つ
。
○

○
○
の
刃
。

⑭�

阿
寒
湖
に
生
息
す
る
天
然

記
念
物
。

⑮�

諺
。
○
○
こ
そ
も
の
の
上

手
な
れ
。

タ
テ
の
か
ぎ
？

①�

○
○
デ
ミ
ッ
ク
。
日
本
語

で
は
感
染
爆
発
と
訳
さ

れ
て
い
ま
す
。

③�

こ
の
貝
も
潮
干
狩
り
の
目

的
。

④
○
○
○
一
転
。

⑤
「
木
乃
伊
」
の
読
み
方
。

⑧
オ
ペ
ラ
。
宝
塚
○
○
団
。

⑩�

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
。
ワ
ク

チ
ン
や
○
○
○
を
待
ち

望
ん
で
い
ま
す
。

⑪
打
○
○
○
。
弦
○
○
○
。

⑬�

シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
作

品
。「
お
気
に
○
○
ま
ま
」

＝
応
募
方
法
＝

　
２
重
マ
ス
の
字
を
組
み
合

わ
せ
て
、
あ
る
言
葉
（
ヒ
ン

ト
参
照
）を
作
っ
て
下
さ
い
。

　
ご
応
募
は
、
ハ
ガ
キ
、
各

院
所
に
あ
る「
応
募
用
紙
」、

Ｅ
メ
ー
ル
で
、答
え
、氏
名
、

① ② ③

④ ⑤ ⑥

⑦ ⑧

⑨ ⑩ ⑪

⑫ ⑬

⑭ ⑮

郵
便
番
号
、
住
所
を
記
入
し

お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
抽
選
で
20
人
の
方
に
図
書

カ
ー
ド
を
お
送
り
し
ま
す
。

◆
締
め
切
り
は
６
月
末
日
。

＝
あ
て
先
＝

〒
０
７
８
―
８
３
４
１
　

旭
川
市
東
光
１
条
１
丁
目
１

番
16
号
　
道
北
勤
医
協
本
部

社
保
組
織
部

〈
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
〉

tom
on
okai@

d
oh
oku
-

kinikyo.or.jp

　
４
月
号
の
答
え
は
「
一
年

生
（
イ
チ
ネ
ン
セ
イ
）」。
応

募
総
数
は
１
５
０
通
（
ハ
ガ

キ
97
通
・
メ
ー
ル
46
通
・
応

募
用
紙
７
通
）。

＝
当
選
者
＝
20
人
（
敬
称
略
）

青
柳
玲
奈
、
大
岩
多
恵
子
、

大
友
喜
美
子
、北
林
登
紀
子
、

柴
野
恵
、
中
川
校
一
、
野
崎

壽
春
、
久
道
怜
子
、
藤
平
美

子
、
三
浦
裕
季
子
（
以
上
旭

川
市
）、
佐
藤
文
俊
（
鷹
栖

町
）、
石
井
雅
姫
、
大
泉
マ

サ
子
、
大
菅
涼
介
、
澤
村
精

子
、
鈴
木
た
か
こ
、
松
田
ハ

ル
、
美
田
香
世
子
（
以
上
稚

内
市
）、
鳴
海
千
恵
子
（
幌

延
町
）、船
木
俊
市（
札
幌
市
）

今が旬。ビタミンが豊
富です。

ヒ
ン
ト

クロスワードパズル4月号解答

今
年
の
入
学
式

東
川
町

　
矢
部
　
美
穂
さ
ん

　
今
年
の
一
年
生
、
い
つ
も

の
年
の
よ
う
に
晴
れ
や
か
入

学
式
を
行
え
な
か
っ
た
の
で

は
。
早
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
が
終
息
し
ま
す
よ
う
に
。

初
め
て
の
応
募

旭
川
市

　
佐
々
木
　
雅
子
さ
ん

　
い
つ
も
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
が
、
応
募

す
る
の
は
初
め
て
で
す
。
な

か
な
か
難
し
い
の
で
す
が
、

総
括
、
次
年
度
方
針
案
、
予

算
や
決
算
、
総
会
開
催
日
程

を
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
一
刻
も
早
く
感
染
が
収

束
に
向
か
っ
て
友
の
会
活
動

が
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま

す
。こ

れ
か
ら
も

稚
内
市

　
吉
﨑
　
あ
ゆ
み
さ
ん

　
稚
内
に
勤
医
協
の
病
院
が

あ
り
続
け
て
く
れ
る
こ
と
。

本
当
に
あ
り
が
た
い
で
す
。

トクソク テ
シガツバカ

セ イ クセ
イラ クチ
ワガハイ ネ
ン ナイチ
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ご苦労様と声をかけて
くれるのが嬉しい
東光友の会　畠山 昌彦さん匠子さん

「道北の医療」

宅配しています
シ
リ
ー
ズ
◯141

　
東
光
地
域
に
お
住
ま
い
の

畠
山
さ
ん
ご
夫
婦
は
旭
川
市

出
身
の
ご
主
人
、
昌
彦
さ
ん

と
函
館
市
出
身
の
匠
子
さ
ん

と
２
人
暮
ら
し
で
す
。
今
年

で
結
婚
35
年
を
迎
え
ま
す
。

　
昌
彦
さ
ん
は
タ
ク
シ
ー
会

社
で
管
理
職
を
さ
れ
て
い
ま

こ
れ
か
ら
も
頭
の
体
操
を
楽

し
み
ま
す
。
病
院
は
い
つ
も

親
切
で
嬉
し
い
で
す
。

春
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

旭
川
市

　
樋
口
　
聖
子
さ
ん

　
時
々
、
楽
し
い
用
事
を
作

っ
て
外
出
し
ま
す
。
自
宅
か

ら
旭
川
駅
ま
で
１
５
０
０
０

歩
。
と
て
も
良
い
運
動
と
な

り
、
ラ
ン
チ
も
格
別
の
お
い

し
さ
で
す
。

畑
作
物
の
出
来
は
？

旭
川
市

　
荒
川
　
恭
子
さ
ん

オ
体
操
で
伊
藤
千
恵
子
さ
ん

か
ら
声
を
か
け
ら
れ
た
こ
と

が
始
ま
り
で
す
。
そ
の
後
、

友
の
会
に
入
会
し
旅
行
や
花

見
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
と
匠

子
さ
ん
は
笑
顔
で
話
さ
れ
ま

す
。

　
勤
医
協
と
の
関
わ
り
は
ご

主
人
の
お
父
さ
ん
が
昔
か
ら

い
と
話
さ
れ
ま
す
。
趣
味
は

お
２
人
共
通
の
ド
ラ
イ
ブ
。

匠
子
さ
ん
は
読
書
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。勤
医
協
の「
こ

ど
も
食
堂
」
に
も
積
極
的
に

参
加
し
子
ど
も
た
ち
と
楽
し

い
時
間
を
過
ご
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
最
後
に
勤
医
協
へ
の
期
待

と
し
て
医
者
、
看
護
師
さ
ん

も
親
切
で
こ
の
ま
ま
継
続
し

て
ほ
し
い
。
今
は
コ
ロ
ナ
対

策
で
大
変
だ
と
思
い
ま
す
。

本
当
に
ご
苦
労
様
で
す
。
頑

張
っ
て
ほ
し
い
で
す
。普
段
、

道
北
の
医
療
を
配
達
し
て
い

る
と
ご
苦
労
様
と
声
を
か
け

て
く
れ
る
方
が
い
ま
す
。
と

て
も
う
れ
し
い
と
お
２
人
は

笑
顔
で
話
さ
れ
ま
し
た
。

が
心
配
で
す
。

感
染
の
収
束
を

旭
川
市

　
田
中
　
高
志
さ
ん

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
影
響
で
「
友
の
会

活
動
」
に
影
響
が
出
て
い
ま

す
。
こ
の
間
「
友
の
会
役
員

し
た
。
当
時
は
組
合
が
強
く

労
働
者
が
守
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
業
界
の
規
制
緩
和
が
進

み
売
上
が
激
減
す
る
中
で
賃

金
体
系
も
後
退
し
、
タ
ク
シ

ー
労
働
者
の
生
活
は
一
変
し

た
と
話
さ
れ
ま
す
。

　
お
２
人
が
友
の
会
と
関
わ

る
き
っ
か
け
は
近
所
の
ラ
ジ

勤
医
協
で
入
退
院
を
さ

れ
て
い
た
こ
と
、
先
生

や
看
護
師
さ
ん
が
親
切

で
丁
寧
で
安
心
で
き
る

こ
と
が
関
わ
る
き
っ
か

け
だ
そ
う
で
す
。

　
友
の
会
に
入
会
し
て

良
か
っ
た
の
は
色
々
な

こ
と
が
体
験
で
き
た

り
、
学
べ
た
り
す
る
こ

と
で
す
。
た
く
さ
ん
の

人
と
の
関
わ
り
も
楽
し

　
い
ま
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
が
世
界
的
に
拡
大
し

て
い
ま
す
。
日
本
で
の
感
染

者
は
現
時
点
で
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
が
今
後
、第
２
波
、

第
３
波
へ
の
警
戒
が
必
要
で

す
。
引
き
続
き
感
染
拡
大
を

防
ぎ
大
切
な
命
を
守
る
た
め

の
行
動
を
と
る
こ
と
が
私
た

ち
一
人
一
人
に
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
各
友
の
会
に
お
か
れ
て
は

楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
行
事

の
中
止
や
役
員
会
の
開
催
も

制
限
さ
れ
る
中
、
息
の
詰
ま

る
毎
日
が
続
い
て
い
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
安
心
で
き
る

日
常
を
取
り
戻
す
た
め
に
引

き
続
き
努
力
を
続
け
ま
し
ょ

う
。

　
な
お
、
毎
日
の
生
活
の
中

で
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、

友
の
会
連
合
会
事
務
局
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
み
ん
な
で

知
恵
と
力
を
合
わ
せ
て
こ
の

難
局
を
必
ず
乗
り
越
え
ま
し

ょ
う
。

　
最
後
に
会
員
有
志
の
み
な

さ
ん
が
医
療
材
料
の
不
足
を

補
う
た
め
に
フ
ェ
イ
ス
シ
ー

ル
ド
や
ガ
ウ
ン
を
ビ
ニ
ー
ル

袋
で
作
成
し
て
く
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て

ご
協
力
に
感
謝
申
し
あ
げ
ま

す
。

道
北
勤
医
協
友
の
会
連
合
会

会
長
　
上
ヶ
嶋
　
哲
雄

℡
０
１
６
６-

33-

０
８
５
４

は
「
よ
し
分
か
っ
た
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
だ
ね
」
と
笑
顔
で
応

え
て
い
ま
し
た
。
来
年
の
春

に
は
病
院
正
面
花
壇
に
色
と

り
ど
り
の
可
愛
い
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
が
咲
い
て
い
る
予
定
で

す
。
お
近
く
を
通
ら
れ
る
際

は
是
非
、
足
を
止
め
て
ご
覧

く
だ
さ
い
。

友
の
会
員
の
み
な
さ
ま
へ

　
例
年
よ
り
早
い
雪
解

け
と
な
っ
た
今
年
の

春
。
病
院
前
の
花
壇
も

厳
し
い
冬
を
乗
り
越
え

た
草
花
た
ち
の
新
芽
が

顔
を
の
ぞ
か
せ
て
い
ま

す
。
　

　
こ
の
春
も
千
代
田
友

の
会
、
豊
岡
西
友
の
会

有
志
で
作
る
「
山
野
草

愛
好
会
」
の
み
な
さ
ん

が
花
壇
の
整
備
と
水
ま

き
を
行
い
ま
し
た
。
雑

草
を
取
り
除
き
、
土
を

耕
し
な
が
ら
来
年
は
何

を
植
え
よ
う
か
と
思
案

し
て
い
る
と
傍
に
い
た

女
の
子
が
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
が
い
い
な
と
リ
ク
エ

ス
ト
し
ま
し
た
。
千
代

田
友
の
会
の
高
島
さ
ん

女の子の質問に答える高島さん

旭川市　堀本　秋子さん

元気が出てくる春

稚内市　久保田　知子さん

湿原の風胸いっぱい

　
今
年
は

雪
が
少
な

く
除
雪
作

業
が
楽
で

し
た
が
、

夏
の
畑
作

物
の
出
来

会
」
が
感

染
防
止
の

観
点
か
ら

中
止
と
な

り
、
総
会

で
審
議
す

る
前
年
度

今年の花壇は色とりどり


